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今年は島崎藤村初の書き下ろし小説『破戒』が出版されて、100年となります。この小説は、主人公である被差別部落出身

青年の苦悩やさまざまな出来事を描いたものです。出版当初から今日まで大きな議論を巻き起こしてきた本書の影響力は、

映画化や演劇化されるなど絶大なものがありました。

本展は『破戒』出版の100年を記念し、その意味を藤村の文学世界や他の文芸作品などを通して考えようとするものです。

『破戒』出版100年にあたって思うこと 
 

村 井   茂さん（財団法人大阪府人権協会　専務理事） 

 

12月4日から10日の人権週間を記念して開催します。参加費は無料です。
皆さんの多数の参加をお待ちしています。 
 
 11月26日（日）午前～夕方（予定） 
  田尻町公民館ほか（朝市会場、交流広場など） 
 泉南郡田尻町大字嘉祥寺1120番地の2 
 南海本線「吉見ノ里」駅下車、北東へ約700ｍ 
  高石ともやさん（シンガーソングライター）のトークと歌、 
 さかなクン（お魚専門イラストレーター）のトークショー、 
 野外音楽ライブ、人権啓発パネル展などを予定 
                （財）大阪府人権協会人権啓発部 
                 TEL 06－6568－2983    FAX 06－6568－2985 

日　　時

会　　場

内　　容

問 合 せ

2006年度人権週間記念行事 
おおさかヒューマンフェスタ2006 in たじり 

 

2006年度人権週間記念行事 
おおさかヒューマンフェスタ2006 in たじり 

 

「お昼では相談に行けない」、「仕事が終わってから相談できるところ
があれば」etc…そんなニーズにお応えするべく、「夜間法律相談」を
2006年9月13日からスタートしました。 
 「毎月第2水曜日の午後6時～9時」 

※第2水曜日が祝日の場合は別日に実施。要問合せ 
※相談時間は、ひとり1回につき約30分。 

大阪人権センター（大阪市浪速区久保吉1-6-12） 

社会的に様々な人権課題を抱える人、人権侵害を受けた人、
本法律相談を希望する人 

無料 

事前に電話予約が必要です。（財）大阪府人権協会まで
お申し込み下さい。 
予約電話番号：06－6568－2983　 
F A X 番 号：06－6568－2985 
※FAXは「手話通訳利用サービス」、「一時保育サービス」
　の希望者のみです。「一時保育サービス」、「手話通訳利
　用サービス」  （要予約）もご利用できます。 

開 催 日

場  所

対 象 者

料 金

申し込み方法

「法律相談法律相談」が夜でも利用利用できる 
ようになりました！ 
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やんちゃ和尚の「転んだら起きればいい」講演会
■日時／10月6日（金）午後6時半～8時　■内容／家出、不登校、ひきこもり、自傷行為など
青少年をめぐる様々な問題が表面化している。弱さや痛みに対して社会全体が鈍感になり、家庭・
地域でのコミュニケーションが希薄になるなかで、私たちにできることは何かを学びます。 
講師：広中 邦充（ひろなか くにみつ）さん（浄土宗 西居院住職） 
■定員／60人（先着申込順）　■応募方法／来館、電話、ファックス、ハガキで大阪市立両国人権
文化センターへ 

両国ふれあいフェスタ2006 
①「ほんとうはどうなの？生活を支える安心の2本柱！生命保険と公的年金」講座
■日時／11月4日（土）午後2時～4時　■内容／年金の「なんだかわからない」を解決します･
宣伝しているあの保険は？生命保険を極めます 講師：田和瀬 友恵さん（ファイナンシャルプラン
ナー、大阪市生涯学習インストラクター）　■定員／定員15人（先着申込順）　 

②「靴と健康」講座
■日時／11月7日（火）午後2時～4時　■内容／「靴を科学的に考える」講座　 
講師：大木 金次さん（シューフィッター、大阪市生涯学習インストラクター） 
■定員／定員20人（先着申込順）　 

③「浪速の唄う巨人 趙 博 弾き語りライブ」 
■日時／11月10日（金）午後6時30分～8時　■内容／在日韓国人シンガーソングライター  
趙 博さんの弾き語りライブ   出演：趙 博さん（在日韓国人シンガーソングライター） 
■定員／定員60人（先着申込順）　■応募方法／来館、電話、ファックス、ハガキで大阪市立両国
人権文化センターへ　■場所（上記4事業とも）／大阪市立両国人権文化センター　 
■その他（上記4事業とも）／一時保育（6ヶ月以上～就学前）手話通訳あり・やんちゃ和尚（締切
り9月21日）　両国ふれあいフェスタ（締切り10月31日）　■問合せ（上記4事業とも）／ 
大阪市立両国人権文化センター　TEL：06-6955-3871　FAX：06-6955-7428 

2006城北人権フェスティバル みんな笑顔！こどもまつり
「宗平おにいさんのファミリーコンサート」
■日時／12月2日（土）午後1時半～3時　■内容／「がんばらなくっていいんだ」子どもを取り
巻くすべての人たちへ、涙と喜び、勇気と感動を与えてくれる幸せいっぱいのコンサートです。  
講師：新井 宗平さん（NHK教育テレビ「たのしいきょうしつ」の歌のお兄さん　 
■場所／大阪市立旭区民センター　■定員／200人（事前申し込み不要）　 
■その他／一時保育（6ヶ月以上～就学前）あり（締切り11月30日）  

人権リーダー養成講座 
第1回目「地域でともに暮らす外国人を知る」
■日時／10月25日（水）午前10時15分～11時45分　■内容／講師：宋 貞智（ソン･チョンヂ）
さん（NPO法人　多民族共生人権教育センター事務局長） 

第2回目「命を預かっている私」
■日時／11月1日（水）午前10時15分～11時45分　 
■内容／講師：中川 弥生（なかがわ やよい）さん（自閉症の人のバリアフリーを考える親の会事務局） 

第3回目「『幸せな子ども時代』が人権文化の土台～自尊感情･エンパワー･暴力の視点から～」 
■日時／11月9日（木）午前10時15分～11時45分　 
■内容／講師：金 香百合（キム･カユリ）さん（ホリスティック教育実践研究所･所長） 

第4回目「高齢者が置かれている現状～いま、みんなでできること～」 
■日時／11月17日（金）午前10時15分～11時45分　 
■内容／講師：横手 喜美恵（よこて きみえ）さん（マザーハウス代表） 
■場所（上記4事業とも）／池田市役所7階大会議室　■問合せ（上記4事業とも）／池田市人権
推進課　TEL：072-754-6232　FAX：072-752-9785　 
 
2006人権フェスティバル～地域から 心をつなぐ 人権の輪～　 
■日時／12月10日（日）午後1時30分～午後4時（午後1時開場予定） 
■内容／講演：『ひとつしかない命～1リットルの涙～』（仮題）　講師：木藤 潮香さん　 
コンサート出演：ROOTS（ルーツ）＆太田愛  ギター：天満 俊秀さん ヴァイオリン：平野 有希
さん　フルート：太田愛さん　■場所／吹田市文化会館（メイシアター）中ホール　 
■入場料／無料※手話通訳あり　 
■問合せ／吹田市人権部人権平和室　TEL：06-6384-1539　FAX：06-6368-7345  

2006フェスタ･ヒューマンライツ
■日時／12月3日（日）午前9時30分～午後3時　■内容／映画上映、舞台発表、活動展示、体験、
バザー、食べ物などいろいろなイベントをコーナーごとに行います。 
■場所／高槻市立富田ふれあい文化センター　高槻市立富田青少年交流センター　知的障害者

通所助産施設サニースポット　■入場料／無料※車での来場は、ご遠慮ください　 
■問合せ／2006フェスタ･ヒューマンライツ実行委員会　高槻市立富田ふれあい文化センター内 
TEL：072-694-5451　FAX：072-696-5778 

人権週間記念行事「人権を考える市民のつどい」
■日時／12月9日（土）午後1時～午後4時（開場:午後0時30分）　 
■内容／人権啓発作品表彰式、ひとり芝居「地面の底がぬけたんです～あるハンセン病女性の不
屈の生涯～」　出演：結 純子さん（女優）　■場所／高槻市立生涯学習センター2階多目的ホール　 
■入場料／無料　■その他／手話通訳あり　■問合せ／人権を考える市民のつどい実行委員会  
事務局（高槻市市民協働部人権室）　TEL：072-674-7458　FAX：072-674-7577  

「きらりはびきの～男女共同参画フォーラム＆人権を考える市民の集い」
■日時／11月24日（金）午後1時30分～4時　■内容／①パイプオルガンと羽曳野市合唱連盟
による共演　基調講演：義家 弘介さん　②「ヤンキー先生からのメッセージ～夢は逃げていかな
い～」　■場所／LICはびきの ホールM　■入場料／無料　 
■その他／定員638名※手話通訳･一時保育あり　 
■問合せ／羽曳野市市民人権部人権推進課　TEL：072-958-1111　FAX：072-958-8061  

人権週間･平和と人権のつどい
■日時／12月2日（土）　■内容／未定　■場所／男女共同参画センター イコーラムホーム  
■入場料／無料 

平和と人権展･識字展
■日時／12月8日（金）～10日（日）　■内容／市内小中学校児童生徒作品等展示･識字学級生
徒等作品展示　■場所／児童文化スポーツセンター　■入場料／無料　 
■問合せ（上記2事業とも）／東大阪市人権文化部人権室人権啓発課  
TEL：06-4309-3156　FAX：06-4309-3823  

楽しく学ぶ「じんけん」講座
■日時／10月26日、11月9日、16日、30日（各木曜日）午前10時～12時　 
■内容／参加者どうしのコミュニケーションを大切にしながら、人間関係づくりを学ぶ参加体験型
の講座　講師：北野 真由美さん他（えんぱわめんと堺）　■場所／堺市総合福祉会館  
■問合せ／堺市市民人権局人権部人権指導課　TEL：072-228-7159　FAX：072-228-8070 

2006年「第28回人権を守る市民のつどい」
■日時／12月4日（月）13:30～16:30　 
■内容／第1部：式典「わたしからの人権メッセージ」表彰･作品発表　インターユース堺 海外派
遣団活動報告　第2部：講演「ありのまま、そのままに生きる」　真屋 順子さん（俳優）・高津住男さ
ん（俳優･演出家）　■場所／堺市民会館 大ホール　■入場料／無料　■定員／定員1,300名 
■問合せ／堺市市民人権局人権部人権推進課　TEL：072-228-7420　FAX：072-228-8070  

人権週間記念講演会 渡辺千賀子の「小さな手のひらコンサート」 
■日時／12月2日（土）午後2時～3時30分　■内容／講師：渡辺千賀子さん（ソプラノ歌手）　
■場所／泉大津市民会館小ホール　■入場料／無料　■その他／一時保育（事前に予約が必要）
あり　■問合せ／泉大津市市民産業部人権啓発課　 
TEL：0725-33-1131　FAX：0725-33-1270  

人権を考える市民の集い「夢をあきらめないで」難病をのりこえて 
■日時／12月3日（日）午後1時30分　■内容／講師：奥田 良子さん（フルーティスト）　 
■場所／高石市役所別館3階多目的ホール 
■その他／手話通訳あり　■問合せ／高石市総務部人権推進課　 
TEL：072-265-1001　FAX：072-263-6116 

ヒューマンライツセミナー2006出張講座
■日時／11月28日（火）午後3時～4時30分　■内容／講演テーマ：「あした元気になあれ」                  
講師：松村 智広さん（財）反差別･人権研究所みえ 
■場所／阪南市立文化センター（サラダホール）・大ホール　■定員／800名 
■入場料／無料　■その他／手話通訳、一時保育（事前申込が必要）あり 

人権を考える市民の集い
■日時／12月9日（土）14時00分～16時30分　■内容／第1部：小学生・中学生ほかによる
合唱   第2部：講演テーマ未定　講師：大谷 昭宏さん（ジャーナリスト）　 
■場所／阪南市立文化センター（サラダホール）・大ホール　■定員／800名　■入場料／無料
■その他／手話通訳、一時保育（事前申込が必要）あり　■問合せ（上記2事業とも）／阪南市人権
協会事務局（阪南市人権推進課内）　TEL：072-471-5678　FAX：072-473-3504 
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小説『破戒』の主人公である被差別部落出身の青年教師丑松は、

父親から出自を隠せと強く戒められていたにもかかわらず、「隠す」

ことと「あらわす」ことの狭間で悩み苦しみます。丑松の葛藤であ

るこの隠すのか顕すのかというテ－マは、小説全編の背骨ともなっ

ています。「隠す」には、不当な差別から身を守りたいという気持

ちがあり、「あらわす」には、差別の外圧のために自己抑圧してい

る苦しみから自身を解き放ちたいと願う心があります。どちらも差

別への怒りが根底にあるのは当然です。 

本年は、島崎藤村がこの『破戒』を自費出版して100年にあたり

ます。10年一昔と言いますが、その10倍の時が流れました。では、

丑松が苦悩したような自我の葛藤に苦しむ人びとは、もういなくな

ったのでしょうか？  小説が書かれた（1897年～1906年）明治

30年代の状況とは当然に大きく変わりましたが、なお終わりを告げ

てはいません。『破戒』100年にあたって、改めてこのことに思

いを馳せないわけにはいきません。 

しかし、前進しました。その前進をもたらした力は、他でもなく、

隠すのではなく顕すという精神に基づく運動でした。部落解放運動は、

「寝た子を起こすな」という考えや差別から逃げる考えや生き様を

批判・克服して、差別の状況の変革を勝ち取ってきたのです。 

部落差別が現存するなかで、差別や排除、不利益を被る不安を抱

きながらも、同和地区出身者が自らの立場を語る（あらわす）のは、

差別を克服した新しい関係を築こうとする行動です。それは、被差

別当事者が新しい自分になろうとする（差別と闘おうとする）自己

変革であると同時に、これに応え、つながってくれる仲間を発見し、

反差別の集団をつくりだしていく希望を抱いた行動でもあるのです。 

私は、社会の差別の圧力の存在によって、自分自身を抑圧してし

まう姿（差別がもたらす深い心の傷跡）こそ、厳しい差別の現実そ

のものであると思います。この差別の現実を克服する「人権戦略」は、

外側からの不当な抑圧と同じ方向で、自ら自分自身を抑圧してしま

う「隠しの戦略」ではなく、自身を内的な抑圧から解放する「誇り

の戦略」でなくてはならないと思っています。自らを解放する「誇り」

（自己のアイデンテｨテｨを大切にすること）は、差別のまなざしを

真っ向から跳ね返す力強さを持つに違いありません。 

いま、内閣同和対策審議会答申（1965年）が「超えがたい壁」

と述べた、結婚の際の差別の壁が崩され始めています。同和地区内

外の青年たちが、差別を体験しながら、苦しみながらもそれと闘っ

て大きく前進してきているのです。この前進は、差別を潜在化させ

ずに、差別の不当性を正面からみすえてきたが故に育ってきた、差

別を乗り越える同和地区内外の確かな連帯のパワ－によるところが

大きいと考えます。 

ところで、『破戒』といえば、青年の頃に市川昆監督・市川雷蔵

主演の映画を深夜に一人で家のテレビで見た時のことも思い出し

ます。雷蔵演じる（隠す）丑松と、三国連太郎演じる部落解放運動

家である（あらわす）猪子蓮太郎との対話の場面は、私には特に印

象深いものでした。そして、終わりの方のシ－ンで、猪子の妻が、「人

が噂するなら、させておきなさい。噂だけのことですもの。人が面

と向かってあなたは部落民かと聞いたら、そうだとお答えなさい。

嘘をつくにはあたりませんもの・・・」というようなことを丑松に

語った場面も忘れられない。強さと柔らかさが調和した言葉ですが、

教育環境に恵まれて育った、因習に立ち向かうあたらしい女性の

毅然とした姿がそこにありました。 
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Ⅰ 島崎藤村の文学…遺品、原稿類など

Ⅱ 小説『破戒』の世界
　 （1）『破戒』成立史…『破戒』初版など
　 （2）『破戒』とモデル…アルバムなど
　 （3）『破戒』と部落問題…生活資料など

Ⅲ 小説『破戒』の波紋
　 （1）　批評・論争史…原典、新聞記事など
　 （2）『破戒』の映画・演劇・ドラマ化…脚本、チラシなど

Ⅳ 部落問題の文芸…パネル、原典など

※その他関連事業あり、詳しくは下記までお問い合わせください。 

 
9月12日（火）～11月12日（日）　午前10時～午後5時（入館は午後4時半まで） 

毎週月曜日（祝日除く）、毎月第4金曜日、祝日の翌日（日曜除く） 

大人500円（400円）、大・高生300円（200円）、 
中学生以下・65歳以上・障害のある人（介助者含む）は無料　※（　）内は20人以上団体料金 

〒556-0026　大阪市浪速区浪速西3－6－36  大阪人権博物館 
TEL:06-6561-5891　FAX:06-6561-5995　http://www.liberty.or.jp/ 
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入館料

問合せ

休館日
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